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最近の事例紹介

夏季の草取りなどの外での作業は、熱中症予防のため、原則７月～９月は休止させ
ていただいております。ご理解とご協力をお願いします。

お 知 ら せ

熊谷生協病院で、交流会が開催されま
た。７月27日は「熱中症」、７月30日は「食
中毒」についてのミニ学習会を行いました。
これをきっかけに参加
者でサポーターに登録して
くれた方もいました。

８月３日（月）に行われた公聴会で新座市
コーディネーター田中見代子さんが、くらし
サポーター活動の取り組みについて発表
しました。実際の相談事例を紹介しながら、

介護保険制度の充実と、困っている人を地
域で支えられる仕組みの大切さを伝えまし
た。最後に、利用者やご家族の声を大切
にした計画づくりを求めました。

新座市高齢者福祉計画等
の公聴会に参加しました

◇法人内事業所のケアマネジャーより

ゴミ出し・買物代行の相談がありました。
ゴミ出しはご家族にお願いしてみること
を提案したところ、ご家族にご協力いた
だけるようになりました。
買物代行はコーディネーターが
お手伝いし、今後サポーターに
バトンタッチする予定です。

（熊谷市 ８０代）

◇通院同行・買物同行の依頼
がありサポートする予定です。
今回の利用をきっかけに組合に
加入していただきました。

（新座市 ８０代）

くらしサポーター交流会

利用者さんの声
足が悪くかがむのが困難なため、部屋の
整理をお願いしました。サポートのおかげ
で茶道具を選ぶ時、部屋に入るのが楽しみ
になりました。今は、スッキリ整理され本当
に嬉しいです。

～ 後日談 ～

利用者さんはご自宅で英語塾をしていた
そうです。今回の整理で、以前から探して
いた英語版の紙芝居と木枠を取り出すこと
が出来ました。紙芝居はご友人にお譲りし、
後日、実家に訪れた元教え子が懐かしみ
ながらお子さんに読み聞かせをしたそうで
す。 （行田市 ８０代）


